
占地し、西市は朱雀大路を中心に

対称する位置に設けられました。

市内には市を統括する市司が置か

れ、また、市の守護神として市
いちひめ

姫神

社が鏡座していたと言われていま

す。

慶
よししげのやすたね

滋保胤が天
てんげん

元五年（982）に

記した『池
ち

亭
てい

記
き

』には「左京に比

べ右京は早くすたれ、人家がまれ

になって、ほとんど幽
ゆうきょ

居のごとく

である」と言うようなことが記さ

れています。この一文が示すよう

に右京は早くから衰
すい

微
び

し、逆に

る堀川などの維持・管理のため

市
いちまち

町の居住者から地
ぢ し

子（地代）を

徴収していました。

平安京は延
えんりゃく

暦十三年（794）十月

二十二日長岡京から遷
せ ん と

都されまし

たが、新京の流通経済の基盤とな

る「市」は遷都に先立つこと４箇

月前、七月一日に移転しています。

東市の位置は左京七条二坊三・

四・五・六町に「市町」が、一坊

十 三・ 十 四 町、 二 坊 二・ 七・

十一・十二町、八条二坊一・八町

に「外
そとまち

町」があり、合計十二町を

平安京の東西市
いち

は市
いちのつかさ

司によって

管理運営された官営の市です。平

安時代の法令書である『延
え ん ぎ し き

喜式』

には市の管理・運営・維持など細

かく規定されています。東市は毎

月 15 日まで、西市は 16 日以後と

規定され、東西の市が交代で開か

れていました。また、市で扱う商

品もそれぞれ決められており東市

五十一廛
みせ

、西市三十三廛に定めら

れていました。そのうち共通する

商品を扱う廛は十七廛あります。

また、市
いちない

内の道路・溝、中を流れ

1200 平安京・２

東 西 の 市

リーフレット京都　No.65（1994 年 6 月）

東寺弘法市の賑わい　弘法市は毎月 21 日に開かれ、多種の商品が並べられます。

http://www.kyoto-arc.or.jp
（財）京都市埋蔵文化財研究所・京都市考古資料館



鴨
おうとう

東の開発が顕
けんちょ

著になってきます。

東西の市にもこの状況は如実にあ

らわれ、承
じょうわ

和二年（835）九月、新

たに西市だけの専売品を定めたり、

承和八年、西市の東北の角の空閑

地に『右
うぼうじょうすいこせんじょ

坊城出挙銭所』が設置さ

れました。これは官営の金融機関

であり、明らかに西市を活性化す

るために設けられた施策でした。

これに対して東市は左京域の発

展とともに大いに賑わいました。

西市と違って賑わいをみせる東市

では、罪人の処刑や宗教の布教も

行なわれました。阿弥陀信仰（浄

土教）の空
くう

也
や

上
しょうにん

人は「市の念仏」

を唱え、「市の聖
ひじり

」と呼ばれたこと

は有名です。

西市の発掘調査では多種・多量

の遺物が発見されています。土
は じ

師

器
き

・須
す え き

恵器を中心に緑
りょくゆう

釉陶器・灰
かい

釉
ゆう

陶器などの土器類、箸
はし

・しゃもじ・

下
げ た

駄などの木製品、および銭貨な

どがあります。西市の南に接する

右京八条二坊二町にあたる七条小

学校構内での三回の発掘調査では、

平安時代初期の土器類とともに「買

物」など直接市とかかわりを示す

木
もっかん

簡や、「小麦」・「米」・「大豆」など

穀物類を表す付
つけふだ

札木簡が出土して

います（下図）。このことから、市

に納入するために諸国から物資を

集めて来た様子をうかがい知るこ

とができます。

このように、市および周辺から

出土するいくつかの木簡が示す文

字資料、狭い調査面積にもかかわ

らず多量に出土する皇
こうちょう

朝十二銭や

緑釉陶器・灰釉陶器などは、平安

京における流通経済の一端と消費

活動を物語っているといえます。

ところで、東市推定地の大半は

現在、西本願寺・興正寺・龍谷大

学（大宮学舎）・平安学園などの敷

地にあたり、また西市推定地も民

家が密集していることなどから発

掘調査の件数は少なく、そのため

市町を復元できるような遺構の発

見はこれまでのところあまりあり

ません。しかし、西市外町を中心

に市
いちない

内を区画する溝や柱穴などが

検出されており、徐々に外町の様

相が明らかになってきました。そ

れによると、板・杭などの木材で

雑に護岸した溝で狭い区画を造り

だしています。市廛の様子はわか

りませんが、西市外町の狭い区画

から想像すると、台の上に商品を

並べた東西の市は、今の「弘
こうぼう

法さん」

のような賑わいをみせていたのか

もしれません。 （菅田　薫）

西市と周辺出土の木簡

１承和五千文安継　２買物□□　３油一升御明□　４古米五斗　５舂米山□□五斗

６大豆　７豆五斗　８（表）小麦五斗□者（裏）十六年九月廿日

『延喜式』による販売品名

平安時代初期、東西の市ではこのような品が売られていた。

西市独占品（16 品）

 錦
ニシキアヤ

綾、土器、紗
ウスギヌ

、橡
トチギヌ

帛、調
チョウフ

布、牛、

裙
モ

、雑染、帯幡、綿、糖、未
ミ ソ

醤、績
ウミヲ

麻、

絹、蓑笠、麻

両市共通品（17 品）

縫衣、染革、幞
カフリ

頭、心
トコロテン

太、絲
イト

、紵
カラムシ

、針、

索
ムキナワ

餅、海藻、油、櫛、菓子、干魚、生

魚、菲
ワラクツ

、米、塩

東市独占品（34 品）

 絁
アシギヌ

、羅、錦、巾
コ ジ

子、帯、布、苧
ウ

、木綿、

沓
クツ

、筆、墨、丹、珠、玉、薬、太刀、弓、

箭
ヤ

、香、漆、兵具、鞍
クラ

橋
ホネ

、鞍
アンジョク

褥、 韀
シタグラ

 

、鐙
アブミ

、障
アフリ

泥、鞦、鉄并金器、木器、麦、

醤、蒜
ノビル

、馬、海菜

古絵図にみる東市の様子

『正応五年（1292）古図』を調整

所


